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学業成績に対す る努力 と家庭環境 と の 関係
＊

九　州　大 　学

原 岡 馬
＊＊

1

馳

家 庭環 境 に お け る オ ーバ ー・ア チ
ーパ ー

と ア ン

ダー・ア チ
ーバ ーと の 比較研究

工　 問 題

　児童 が 知能以 上 の 学 業成績を上 げ る か 知 能以 下 の 学業

成績 しか 上げ得ない か の 原因 に つ い て は ， 多 くの フ ァ ク

タ
ーが 考えられ る の で あ るが ， 児童 に最 も影響す る と思

わ れ る家 庭環境 に つ い て み る こ と と し，家 庭環境 の よ い

児童が よい 成績を上 げ る とい う多 くの 研究結果 か ら， 素

質 （但 し 知能検査 で 得 られ た 知能値） に 比 して ，それ よ

b よい 学 業 成 績 を 上 げ る も の は家庭環境
’
が よ い とい う仮

定 の 下 に そ の 条件 分 析 を行 う こ と とす る。

皿　 方 法

　（1） 被 験 者

　調査 の 対 象 と な っ た 学校は 佐賀県神埼郡 S 中学校 ・N

中学 校 ・M 中 学 校 で あ り，こ れ らの 学 校 の 2 学 年 及 3 学

年 の 生徒 513 名 が被験者 で あ り，こ れ ら の 生 徒 か ら知能

検査 （田 中 B 式 ） の 偏差値 と学業成績 と を求 め た 。

　学業成績 は 各 学 校 の 指導要 録 中，国 語 ・数 学 ・社 会 。

理科 の 4 教科 目の 成績を用 い た。そ し て各教科 目を 同
一

の ウ ェ イ トに 置 喚し，そ れ を T 得点 に換算す る。

　次 に T 得 点 と知能偏差値 と の 比 を求 め る。即 ち，A9

鯨 （・ Ω ・
＝＝ 一咢・ ・… 　 q ・・　 ・ ・

一 学業囎 ・ T 得点

Tt　・r 　pm能得点 の 丁 得 点）を算出す る。

　 更 に そ れ を パ ーセ ソ タ イ ル ・ラ ソ ク に 直 して ，
90パ ー

セ ソ タ イ ル ・ラ ソ ク 以 上 の 51 名を オ
ーバ ー・ア チーバ

ー，10 ／e 一セ ソ タ イ ル ・ラ ソ ク以 下 の 50名を ア ソ ダー。

ア チ
ーバ ーと して抽出 し た 。

　 実 際調査 の 対象 とな っ た生徒 は ， オ
ーバ ー・ア チ ーバ

ー36名 （こ れ を 今 後 a グ ル ープ と 呼 ぶ ） とア ン ダ ー・ア

＊ 　Relations　between】efforts 　 for　academic 　 records

and 　 home 　 environment ．
＊＊　By 　Haraeka ，　 Kazuma （Kyushd 　University）

チ
ーバ ー41名 （こ れ を 今 後 b グ ル ープ と 名 づ け る） で あ

っ た。

　（2） 手続 及 処理

　前述 の a グ ル ー・プ と b グ ル ープ に 対 し て 家庭環境診断

テ ス ト （田 中教 育 研 究 所 人 格研究部 著）を実施 し，家庭

環麑綜 合 パ ーセ ン タ イ ル ・ラ ソ ク ， 及 び そ の 構成 された

要 因。即 ち （A ） 家 庭 の
一

股 的 状態 　 （B） 子 供 の た め ．

の 施設，（C ）文化的状態，（D ）家庭 の
一

般 的 雰囲気 ，

（E ）両親 の 教育的関心 の 5 つ に つ い て 次 の 如き処 理 を 1

試 み た c

　〔1〕 両グ ル
ープ の 平均 。

　 f2） 標 準偏差 の 算出。

　｛3） 両 グ ル ープ の 平 均 聞 の 差 の 検定 （t テ ス ト）

　C4） 両 グ ル ープ の 分散 の 有意差の 検定 （F テ ス ト）

　   54項 目 の 各々 に つ い て ，両 グ ル ープ の 分布 の 差 の

　　検定 （が テ ス ト）

　   　両 グ ル
ープ の 知能偏差値及 学 業成績の 分散 の 有意

　　差 の 検定 （F テ ス ト）

　 el） 両グ ル ープ の 知能と学業成績 の 平均の 差 の 検定

　　（t テ 1 ト）

　   　 a グ ル ープ 内 及 b グ ル ープ 内で の 知能 ・学業成績 ：

　　 及 環境の 相互 相関。

　 （9｝ 知能 ・学 業成績
・
家庭環境の 偏枢関 。

　 ao） 知能 ・学業成績 ・家庭環境 の 重 相関。

　   　両 グ ル ープ の 栢関係数 の 検定 。

皿1　結 果

　こ こ で 昏項 目に つ い て a グ ル ープ と b グ ル
ープ の 分布

．

の 差を見 る た め に が で 検定し，そ の 有意 で あ っ た もの

の み を Table　4 に 上 げ る こ と と す る 。 （数字 は ％り

　次に 有意 で な か っ た 項 臼 に つ い て，そ の 項 目 と，そ の

験階 ス ケ ール の 数（自由度 よ り 1 芯 ナ多 い 数）及 ＝
’

の 値．

と危険率だけを
一

括 して Table 　5 に上 げ る こ と とす る 。
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　 Table 　 1　 家庭環境 ・
知能 。学 業成績 に つ

　　　　　　 い て， a ，　 b グ ル
ープ の 比較

第．4巻 第 3号

　 　 　 　 　 　 　 　 Table　 3

　　 知能 ・学業成績 ・環境 の 偏相関及重相関

Item

家庭環壌
綜 　　合

　
一

態
篇
状

　
家
般

… upVa
「

ぎ浄
ce
　
va 晃。

．m ・ ・ n 籌 L畆
means

　 1

　 5 相関係数 の
a
　

．
検定

aba

・
、
D

　（B ）
子 供 の た
．め の 施設

aLU

b 相関係数
の 検定

　 　 　 　 　 　

362．34　　　　　157 ．87
　 　 　 1．061　　　　　　　 12．40

．

389．03　　　　　　45 ，471

・。2・．4 ：　 】6・．・・

・・35．・ 11
’°1i

・・．・・
0．23

　 ＊＊

4、95

0．048

613．2928

．5

相
差

の

の

性

b
数
意

・

係
有

a

関
の

、，511　
76・°6

、8．、1
　 　 57．95

　
的

態

ラC
化

（　
文

状

a 　　　　796．451
　 　 　 　 　 　 1、03
b　　 819．87

51．0537

．1313
．82

　 ＊＊

4，26

r ・ ・A ・・　1・24　1・25・ ・〉・ゆ ・・ 1・ ・ … Ip ＜ ・・5
　 　 　 1　　　 1　　　　　　　　　　　 旨

ア エA ・En 　l．704，
’
　P ＜ ．01　0．7851　P ＜ ．Ol　　　　−

　 　 　 　 　 　 is 　r　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s　 r

… E ・Di ・8SSI … 468 ・ 994 ・ ・。・941・・・… 〉・・5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Table 　 4

〔1｝ あ なた の き よ うだ い は あなた の 他 に何 人 あ り家 すか

・ 1・・1・1項 目 a

　 ＊＊

3，85

　（D り
家庭 の一　

a

野嬲 ・

617．25894

．70

　（E ）
両親 の 教
育 的 関心

ab

．知　　能
偏 差 値

ab

849．98822

．7548

．953

，6

　 ＊ 54．91　　 　 　 　 　 　 ＊

1．431　 　 　 　 　 　 8．15　　2．10
　 ：46．46

．

　 1

　 168．81
1．031

　 …45・93

1 入 も な い

1　 〜　 2　 人

3　 〜　 5　 人

6　 入 　 以 　上

5．633

．450

．011

．0

12．214

．641

．531

．7

9．123
．445

．422

．1

12．88

　 　 47．88
1．10　　　　　　− 　3．46
　 151 ．34
　 ｛

　 ＊＊

5．20

　　　 1 。 　 99．2 　 　 950．8gi
学 業成績　　　　　　 　　1．29　　　 399．85

　　　 1b 　
128・4 　 550・98

　　
＊ ＝・5 「

／elevel 　
＊＊ ＝エ％ 1eveI

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Table 　 2

　　〔1）　 a グ ル ープ の 知能 ・学 業 成績 。
家庭環境b）

　　　 相互 相関

　 ＊

2．12

　 ＊＊

165，2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　
　

　　
T °tal

　 　
10 ・01100 ・0 　 100・O

　 　　 xz ＝ 8．04 　　．05 ＞ p ＞ ．0工　
＊

（2） あ な た の家 では 何 回位 引越し た こ とが あ りま すか

項 目 al

全 　然 　な　 い

あ　　　　　る

9181nj6

b Total

63．536

．5

52．048

．O

　　・・t・ 1 　 い・… 1 ・・… 1 ・・…

　　　 x2 ＝4．54　　　．05＞ p ＞ ．02　
＊

〔3〕 あ なた の 家 に教科書以外の本 を どの くらい 持 っ て い

　　ま すか

項 目 a

知　　能　　学業 成 績　　 家 庭 環 魔

矢口　　　　　有旨　　　　　　一 　　　　　　　．697　　　　　　　．039

学 業　成 績　　　　　　．697　　　　　　− 　　　　　　　．194

家 庭 環 境 　 　 ．039 　 　 ．194 　 　 ＿

　   　b グ ル ープ の 知能 ・学業成績 ・家庭環境の

　　　相 互 相関

全 　然 　な　 い

1 〜 5　 さつ

6 〜 10　 さっ

11　さつ 以 上

0．016

、716

，766

：6

b Tota1

12．229

，319

：539

．0

6．523

．418
．252

，0

　　・… 1 　 ・・・ ・ ・・…

’

1 ・・…

　　 　 x2 ＝8．65　　．05＞ p ＞ ．02　
＊

（4） あ なた の 家 の 部屋数 と家族 の 人 数 と は どれ くらい で

　　すか （1人 当 り の部屋数）

陣 能 轢 顛 隊 庭竸
項

’
目 a b

知　　　 能

学 業 成 績

塚 庭 環 境

・7951

，01gl
　 　 1

Total

．795

．385

、019

．385

．24 以 　下

．25rV ．59
．60 〜 ．99

1．0 以 　上

5．622

．225
．047

．2

9．839

．034

，217

．0

7．831
．130

．031
．1

一 160 一

・・t・1 　 ・・α ・ 1・・… i ・・α ・

　 x2 ＝8．36　　．05 ＞ p ＞．02 　
＊
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「

伽

・（5） あ な た の 家庭に は字引 （英語 ， その 他外国語 の 辞典

　　や漢和辞典な ど）が あ りま す か・

　　項 　 目 1 ・ 11bl ・… 1

全 然 な 、・
一

・．・ 　 ・7．・ 　 9・・

蹴 謡 ，：：：浅：：譱 1：1
百 科麒 も 崩

．
・… 　 4・917 ・8

　　　i… 1 「
．

・・… 旨 ・… い ・…

　　　　 xz ＝ 16．65 　　p ＜ ，01　＊＊

’ 
瓢 膵蔑膿

て あ な た の た め に 雑認 つ

〜 覧÷ 蓋、 F！；、：tg，s

驃
うこ と も 52・8 ． 43・9

　
48・°

全 然 な 1
・
・

119
・4

　
43・　9

　
32・　5

　　　・ … l 　 i ・・… 1 ・・… い ・…

』

　　　　 x2 ＝＝ 6．4 　　、05 ＞ p ＞．02 　
＊

　　　　　　　　　
』

貯） あなた の 家 で は 新聞 を取 っ て い ますか 。

ll’：ee
’

y
：g
：搨☆ ：鵡

響 頃以上 と っ て

1
・3…　 2・1 　

13・°
一

・ … 1 　 、
・・・… い ・… i・・…

　　　　 x2 ＝＝6．3　　　．05 ＞ p ＞．02　
＊

 

欝 蹙総 鵬 響
に 1 回騰 餓

蒲
1朧 l lll　 tili　 lii

　　　
・

哩＿ 2L 胤 21

°

！
° ［1°°・°

‘
（9） あな た の 家庭 で は ふ だ ん で もお客様が あ り ます か。

　〔10） あ な た の 家 ktほ が ら か で 活気があ る方だ と思 い ます

　 　 　 刀  

＿
項 　 ・

．
・ lbIT ・ ta’

　　 い つ もそ 憾 ず …　i52 ・8 　 26・8 　
39・0

難 離 一
・ 2 ： 7…

i
・L °

　　　　・・ a・1 　 1 ・・…
1

・・…
．

1°°・°

　　　　　 x2 ＝5．58　　　．02 ＞ p ＞ ．01　
＊

　   　あ な た の お母 さ ん は どん な 叱 り方 を し ま すか 。

　　　項 　 目 　 副 bIT … 1

蓊難鷲 階
I

il：I
I

l：：1
　　　　・… 「 い ・… 11 ・・…

、
・・…

』
　　　　　　 x2 ＝：6．00 　

』
．02 ＞ p ＞ ．01 　

＊

　　  　あ な た は 家 で じ ゃ ま もの 扱 い に され て い る と思 うこ

　　　　と が あ りま すか 。

一

讐飜 囓 ：∵ 1：1
． T … 1 　 レ・・… い ・… ［

・9…

　　　　　興
71・ ・°5＞ P ＞・°2 ＊

・

　　  あ な た の 家 で は両親 と も働 き に 出て い ますか 。

　　　項 　 酬 ・ 1 司 ・… 1

薩難 £：；：：：：：：：l
　　　　

T

馳。 。 L謬 〉 。1
°

1
° 1°°’°

触 騾襲 謙難
た 轍 や言葉つ か

　　　　項　　　　　目　　　　　a　　　　　b　　　　Tota1

項 ． 目

比 較 的 少 い

普　　　　 通

比 較 的 多 い

a38

．830
．630
．6

T … 1 　 t ・・…

　 x2 ＝ 12．8 　　 p ＞．01

b17

．070
，812
．2100

．0

Total27

．352
，020

，7

常＊

や か ま し く注意
す る，時 に は 注
意 す る

全 然 し な い

100，0
Total

　 3 ！コ1、35

100 ．0

　 0．0100

．O

P く ．Ol

80 ．5 　 　 　 89．6

・9・・ 1 … 4

＊＊

100．0100 ．0
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  　あ な た の 両親 は 子供 の こ とに つ い て 親同志 口 げん か

　　す る こ と が あ りま すか 。

矼6〕 あ な た の 家 で は 家 竢の 誕生 日 に 何 か 送 り も の を した

　　 りお 祝 を した り しま すか ．

項 目

よ　 く
’
す　 る

少 し は す る こ と

が あ る

殆 ん ど し ない

無 　　
’
　 答

Total

　 x2a20 ．0

a b Toヒa1 項 目 a b

　 　 0．0

−・　 36．1

　 55．6

　 　 8．3

89OL6846

。

a2

5．249

．340

．35

．2

全然 し ない

時 に は す る こ と も

あ る

た い て い す る

77．8 56．1

　　　i43
・gl

Tota1

22．2

66，3

33．7 P

・・・・・　 ・・… 1 ・・…

p く ．01　
＊ ＊

Total

　 ¢
2

二 4．02

・・… 1・…　［・・…

．05 ＞ p ＞ ．02　　　＊

Table　 5

項 目

あ な た が一
緒 に 生 活 して い る 両親 は

つ ぎ の どれ で す か ｛
実父母 ，実母 だ け

実父 だ け ，実父母 な し

Scale の 数
　 df÷ 14

あ な た の 両親は 同 じ姓で す か，ち が い ます か 2

あなた の 両親 は
一

緒 に 生活し て い ま すか 3

・
2 ［、 P

1．206　　　　．80 ＞ p ＞ ．70
− ．一　 ．−L
0．478 ．50 ＞ p ＞．30

あな た の お 父 さん の 体 の 具合 は どん な で すか

3．176 ： eo ＞ P ＞．20

4 3・・739 卜・… 〉 …

あなた の お母 さ ん の 体 の 具合は どん なで すか 4

あ な た の 近親 に 変人 だ とい わ れ た入 が あ ります か 3

7．16 ．20 ＞ p　＞．10

あ なた の 近親 に 気狂 に な っ た こ との あ る人 が あ りま すか

0．482　　　　．80 ＞ p ＞，70

3 2．01

あな た の 両親 か ら は な れ て，
か

よ そ の 家 で 育 て られ た こ とが あ り ます

あな 藻の 家 は次の どれ に当 りli／
’
コb［か

　　　　　　　　　　　 自塞 　　借家 　　闘借 ，

4 2，01

社．宅 ・官舎
4 4．71

あ なた の 家 は 戦争中に 疎開 し ま し た か

あなた の 家庭 は 外地か ら引きあげて 来 た の で すか

43 3．93

，42

あなた の 家 は 戦災又 は 取 りこ わ し に 合い ま し た か 3

．50 ＞ p ＞、30

．70＞ p ＞．50

，20 ＞ p ＞ ．10

．30 ＞ p ＞．20

．20 ＞ p ＞．10

5．10　　　　　．10 ＞ p ＞．05

あ な た の 家 に は 次の もの が あ りま す か

　　　　　　　　ミ ッ ト ・グ P 一ブ ・ラ ケ ヅ ト等 14種
4 L29 ．80＞ p ＞ ．70

あ な た の 家 には 次の も の が あ り ま すか

　　一　　　　　 子供用自転車 ・空 気銃 ・写真機等　12種
あ な た の 家 に は 次 の もの が あ り ま す か

　　　　　　　　ピ ア ノ，琴i，バ イ オ リ ソ ・等　14種

あ な た は 自分 の 学習机 を持 っ て お りま すか

4 O・　2821 ・98＞ P ＞ ・95

4 0．241 ．98＞ P ＞．95
a

3 1．69

あな た の 家 に は 子 供 だ け の 部屋 か 又 は勉強室 が あ りま す か 3

あなた の 家 の 近 くに は つ ぎの もの の どれ か が あ りま すか

　　　　　　　 ．公 園，児 章 遊 園，子 供 の 広 場 等 　10種．
3

2．33

．50 ＞ p ＞ ．30

．50 ＞ p ＞ ．30 袖

1．57 ．50＞ P ＞ ．30

あ な た の 家 に は ラ ヂ オ が ありま すか

あ な た の 両 親 の ど ち ら か は ，毎月 決 っ て 何 か 雑誌 を と っ て い ま すか

4 5．15 ，30 ＞ p ＞ ．20

3 2．29 ．50 ＞ p ＞ ．30

あ なた の 家 で は 何 か 子供 の た め に新聞 を と っ て い ますか 2 0．067 ・80＞ p ＞tt　70

あ な た の 家庭 に は 子供 の も の 以 外 の 本 が 何 さつ ぐ らい あ りま す か 4 5．99 ，20 ＞ p ＞ ．10

鮪篠 饗蘇鐙響 塾
艦 菟 生 花 談 講

．

1 3 2．89 ．50＞ p ＞ ．30 ．

勢
セの 醸 の ど勘 は 謂 会 や離 今成人額 ど に よ く出 ま

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一162 一

3 2，29 ．70＞ p　＞ ．50

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

原 岡 ： 学 業成績 に 対す る 努力 と 家 庭 環 靖 と の 関 係 33

目
iScale の 数 I
　 df十 1

謬
2

P

あ な た の 家庭で は 近 所 と親 し くつ き合 っ て い ます か 3 2．89 ．30 ＞ p ＞ ．20

あなた の 両親は 夫婦げ ん か をす る こ とが あります か 4

あ な た の 家

．
で は家蔟 の 間 や 栽子 の 間 な どで 口 げ ん か をす る こ と が あ

りま す か
， 4

3．78 ．7G ＞ p ＞ ，50

1．29 ．70 ＞ p ＞ ．50

あ なた の 家 は よ くせ い とん が 出来 て い る 方だ と思 い ます か 4 0．885

あ な た の お 父 さん は ，どん な叱 り方 を しま すか 4 3．54

あな た の 両親 の ど ち らか は，
て くれ ま すか

あ な た の 勉強 に つ い て い ろ い ろ心 配 し 4 2．9

．90 ＞ p ＞ ．80

．5D ＞ p ＞ ．30

．70 ＞ p ＞ ．50

あ な た の お 母 さん は 家庭以外に 何 か 仕事を して い ます か 3

あな た の 両親の ど ち ら か は よ く腹を立 て る 方 で す か 3

6．51 ．10＞ p ＞ ．05

2．Ol ．50 ＞ p ＞ ，30

あ な た の 両親の どちら か は 子供 を叱 る と き， す ぐた た き ます か 3 2．17 ．50 ＞ p　＞ 、30

あ な た の 両親 の どち ら か は 子 供 が 何 を して も何 と も云 い ま せ ん か 　　l　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
3

蕩 な た の 両親め ど ちらか は あ な た の 宿題を 手 伝 っ て くれ 溜 ， しま す

　 か
3

あ な た の 両親 の ど ち らか は あ な た の 譜拒手 に な っ て くれ ます か 3

あな た の 両i親の ど ち らか は 詰な た の 学校の PTA の 総会 な ど に 出席
し ま すか

3

4．71 ．20 ＞ p ＞ ，10

1．25 ．70 ＞ p ＞ ．50

3．71 ，20 ＞ p ＞ ．10

la　69 ．50 ＞ p ＞ ．30

あ な た は親 た ち と一
緒 に 遊 ぶ こ とが あ り ます か 3 3．81 ．20 ＞ p ＞ ．10

N 　結果 の 考察

　（1）　Table　1 か ら考 え られ る こ と は ， 先 ず こ こ で 測

定 した家庭環境全体 と し て ，
a グ ル

ープ 即 オ
ーバ ー・ア

チ ーベ ーの 環境得 点 が b グ ル ープ 艮卩ア ン ダ ー・ア チ ーパ

ーの 環境得点 よ り有意 に高 く，そ の 中 で も 「子 供 の た め

の 施設 」　「文 化 的 状態」 「両親 の 教育的関心 」 が 特 に 大

きな差 を示 し，そ の 次 に 「家 庭 の 一般 的 雰囲気一1 が重要

と レ｝え る の で あ る。

　 こ の 場合，家庭 の
一

般 釣状 態 は 両 グ 2V ・
一・プ の 聞 に 有意

な差 は なか っ た 。

　 しか しなが ら 学 業 成績で は a グ ル ープ の 方 が b グ ル
ー

プ の そ れ よ り有意 に 高 く，逆 に 知 能偏 差 値 で は b グ ル
ー

プ の 方 が a グ ル ープ の そ れ よ り有意 に 高い と い う こ と は

オ
ーバ ー・ア チ ーバ 出 の 高い 学 業成績 ボ ア ソ ダー・ア チ

ーバ ー
に 比 して 知 能 に よ っ て い る の で な く，他 の 要 因即

家庭環境 （TabLe　 l ） に よ っ て い るの で iよな い か と 考え

られ る u

　 こ の 結 果 は 今 迄 行 わ れ て 来 た 研 究 の 結 果 と
一

致 す る も

の で あ る が，単に 学業成債 を上 げ る に 環境 が 影響す る と

い うだ け で な しに ，特 に そ の 子が 知能以 上 の 成績 を上 げ

る か 或 は 知 能以 下 の 成績 を 上 げ るか と い う觜標 と し て 取

出 し た 所 に ，そ の 意 昧 が 考 え ら れ る e

　（2 ）　Table 　 2 は a グ 7v　一プ 内及 b グ ル ープ 内で の 要

因の 栢互 相関で あ り，そ の 中 で 先 ず知能 と学業成績 との

秬 関 は 共 に ．7〜．8 近 くで あ る。こ の こ とは Table　1 の

結果 と考 え 合す れ ば，知能 以 上 の 成績を上 げ るか 或 は知

能以下 の 成積 を上 げ る か を決定す る も の と して ，家庭環

境 が 重要 なフ プ ク ダ
ーとな る の で あ り，知 能以上 の 学 業

成績 を上 げ て い る子供 だ けか 或 は 知能以 下 の 学業成績 し

か 上 げ得 な い 子 供 だ け を取 り出せ ば，ど ち らの グ ル
ープ

に お い て も学 業 成 績 は 知能 と高 い 相関 を示 す とい う こ と

が見 られ る。

　叉 知 能 と環 境 と の 低 い 椙 蘭 ま生 徒 が 同 じ コ ム 」
＝テ イ

か ら来 て お り，し か も大 部分 が 農村 の 生 徒 だ と い う所

で，都会 内で の 差や，都市 と畏村との 差程関係は 現われ

な くて ，：ま とん ど零 に 近 い 値 だ とい う こ とが当然考 え ら

れ 問題 は な い と して，環 墳 と学 業 成 績 との 相関 に つ い て

、考察 して み よ う 。

　 a グ ル
ープ で は 環境 と学業成績 と の 相関は ．　194 で あ・

り，b グ ル ープ の そ れ は ．385 で あ る。こ の 額関 の 違 い

を解釈す る た め に は ， 昏 ゲ ル
ープ の 性格 を考える 必要 が

’

あ る で あ ろ う。つ ま り a グ ル
ー

プ と b グ ル ープ とで は，

そ の 環 境 は 有慧に a ゲ ル ーブ が 良 い の で あ り，そ の こ と

は 自分 の 能力以 上 の 学 業 成 績 を上 げ る の は 環境 が 良 い 子

だ と云 え る ． それ に 比 し て b グ ル
ープ は全 体 と して 環境

が 悪 く自分 の 能力以 下 の 学 業 成 績 しか 上 げ得 な い の で あ

る と い う こ と で あ る 。

一163 一
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　そ こ で 自分 の 能力以 上 の 学 業成績 を上 げ て 1
…

x る子 供達

の 聞 だ け で は，一
応 全 部 が 良 い 環境 の 中 に生活 し て い る

とい うこ とが わ か り．，そ の 中で は 環境 溺 少 し位 異 っ て い

て も学業 成績と は あ ま り関係 が違 っ て は来ない が ， 自分

の 能力だ け の 学 業成績を上 げき っ て い な い 環境
’
の 悪 い 生

徒 の 中だ け で は ，多 少 で も環麑を 良 く して や る こ と は ，

そ の 学業成績 に 及ぼす影 響 が 大 きい とい うこ とが 考 え ら

れ る。そ して こ の こ とを 上 に 述 べ た 相関係数 は 表 わ し て

い る の で あ ろ う と 思 わ れ る 。 　こ の 点 に つ い て は次の

Table 　3 で よ り判然 とす る こ と で あ 1〕，こ こ に 教育的 に

大 きな問題 が ある の で は な か ろ うか 。

　（3 ） Table　 3 か ら 見 られ る こ とは （2 ）で 述 べ た こ と

を よ りは っ きりと示 し て い る様 に思われ る 。 即 ， 第
一

行

ア　En ！
／．　．　1 で は 学業成績 と 家 庭環境 と の 閧係 を 姑 る た め

に 知能 を
一

定 と し た偏 相関を揖 し た の で あ る 3 こ こ で a

グ ル ープ の 相関係数は ．24 で ある が，これ ほ ．25＞ p ＞

、10 の 危 険率 を有す る た め ，零 で な い と は云 え な い 。し

か し b グ ル ープ の 相関係数 は ．61 で 勿 論有意で あ り，し

か も両方の 相関係数 の 差 は P ＞．05 で 有意 に b グ ル ー

プ の 方 が 高 い 。 こ の 場合 Table　1 の 結果か ら a グ ル ープ

の 学 業成籏 は b グ ル ープ の そ れ に 比 し て 有意 な差 で 高 く

又環 麑も a グ ル ープ の 方 が b グ ル ープ の 方 よ り有意 に 高

い こ と を含せ て 考え る必要が あ ろ う。

　 し か し な が ら矢哺旨を一定 と した学 業成績 と環境 と の 偏

相調の 結 果 が， b グ ル ープ の 方が a グ ル
ープ の それ よ り

も 50／e 水準 以 下 の 危 険率で 有意 に 高 い 値 を持 つ と い うこ

とは，こ こ で も又 知能 以 下 の 学 業成績 しか 上 げ得 ない 子

供 に は，そ の 環境を 上 げ て や る こ とが 大切 だ と云 うこ と

を 示 した も の と云 え よ う。

　第 二 行 の rIA ．Xn 即，家庭環境を
一

定 と し て，知能

と学業成績 との 祖関 は a グ ル
ー

プ，b グ ル ープ共 に ．70

c・」．80 の 間 で あ り，有意 な差 は な く，や は り学 業 成績 に
「

大 い に 知能 が関係 す る こ と は他 の 多 くの 研 究 と同 様 な 結

果を 示 し て い る。

　第 三 行 の 重相関 で は ， 知能 と環境 の 両面 か ら そ の 相互

作用 を含 ん だ もの と し て 学業成績 を 見 よ う と し た もの で

あ る。実 際問 題 と して ，学 業 成 績 は 知能 の み に よ b 決 定

さ れ る もの と考 え うる も の で は な く，叉 環 境 の み に よ っ

て 決定 さ れ る もの と も考 え られ る も の で は な い 。 そ れ は

両者 の 相 互 作用 に よ り決 定 さ る べ き もの と考 え る の が 当

を得 て い よ う。

　そ こ で こ の 重 相闘の 値 で あ るが， a ゲ ル
ープ の 方は

、885，b グ ル
ー

プ の 方 は ，994 で あ り，こ れ ら二 つ の 憤

は 非常 に 高 い 相閧係数 で あ り，学業成績 の 大 部分 が こ れ

ら 二 つ の フ ァ ク タ ーと ， そ れ らの 相互 作用 に よ っ て 予測

出来博 る こ と を示 して い る と云 え よ う 。 特 に b グ ル ープ

で は そ の こ とが 見 ら れ る。こ の こ とは 逆 に ，知能以 上 の

成 績 を上 げ て い る 予供 は 知 能 と
’
環境 の 他 に パ ーソ ナ リ テ

ィ や 適応性等 の 他 の 要因 が 入 る余．地が b グ IV
− 7

”
1こ比 べ

て 大 きい こ と を示 して い よ う 。 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 こ の 結果 か ら も叉 知能以 下 の 学業成績 し か 上 げ得 な い

もの に は，環境 の 調整 を考 えね ば な らな い こ とが 云 え る

の で あ る。

　（N ）　次に Table 　4 の 16項 目に つ い て 目 を通す こ と に

す る。

　〔1）の 同 胞数 と A Ωと の 比 較 で あ る 述，ア ソ ダー・ア チ

ーバ ーIM 一バ ー。ア チ ーバ ー
に 比 して

一人 子や 6 人以

上 の 兄弟をもつ もの が 多い とい うこ とが 云 え る 。

　 こ の こ と に つ い て 1ま，タ ーマ ソ の 天 才 児 の 研 究 （11），

チ ャ ッ プ マ ソ 及 び ウ ィ ギ ソ ズ の 家族 の 大 き さ と子 ども の

知能及 び家庭 の 社会 経 済 的 地 位と の 関係 に 関す る研 究

（5），そ の 他多 くの 研 究者 が 出 し た 知能 と阿胞数 と の 租関

は 総 じ て 一．15〜．35 位 に な っ て い る が ，ほ と ん ど AQ

や そ の 他 の 努力係数 との 関係 に は ふ れ て い ない 。そ の 中

で 唯 レ ソ ッ が 同 胞数とA Ω と の 柑閧を出して い る （g）。そ

こ で は A9 と同 胞数の 赧調は 一．025士 0．024 とい う直で

あ り，そ の 結果 か ら で は 何等有意 な値を出し て い な い の

で あ る が ，こ の こ とは Table　4 の 〔1）か ら解 釈 す れ ば
一

人

子 と六 人 以上 とい う両端 の 不利 な条件が うめ 合 わ さ っ て

相関の 値を低 く した の で は ない か と考え られ る 。 唯 こ こ

で 解 釈 出来 る こ と は ，知能以上 の 成績 を上 げ る 子 ど もに

は一
入子や六 人以 上 の 兄弟 をも っ た もの よ り ， そ の 中聞

の 兄弟数 を もつ もの が 多 い とい うこ とが 云 え るの で あ る

　C2）の 住居 の 移動 に つ い て は ，　 a グ ル ープ の 方 が b グ ル

ープ の 方 よ り移動 した も の が多 か っ た の で あ る。

　 こ の こ とは Kobler の 研 究（8）の 住 居期聞 の 長 さ や，田

中研究所 で の 研究結果 （家庭環境診断 テ ス ト手引）（12）
．
等

と比 較 し て ，異 な っ た 結果 を出 し て い る。そ こ で こ の 理

由 を知 る た め に，更 に条件 分 析 を行 っ て み た。そ こ で わ

か る こ と は，対 象 が全 体 と し て 農村 で あ IJ　，住居 の 移動

に つ い て は農 昆 層 は都 市 に 比 し て 少 な い とい う こ とで あ

っ た 。 そ の 中で 移動 の 多 か っ た 生 徒 は 引揚 げ者 や 戦時 中

の 疎開者等 で ，そ の ほ と ん どの 親が農業 に従事 し て な く

て ，寧 ろ 俸給燕孺 者 と し て 働 い て い る人 が 多 く，教育 的

関 心 が 農 民 層 よ り高 い こ とが 教 育 的 関 心 の 項 を 見 て もわ

か る こ と で あ った っ

　 こ の 様 に こ の 例 が 示 す 如 く住 居移動 の 及 ぼ す心 的 不 安

定及 び そ の 他 の 悪 影響 を，親 の 教育的関心やその 他 の 家

庭環境 に お い て カ バ ーし て お り，な お 農村 に 住 み つ きの

生徒 に 比 して 余 りあ る もの が あ る とい うこ とが 農村社 会
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で は 見 られ る 。

　 （3）の 教科書以外 の 本 の 所有数 や，〔5），（6），C7｝の 字 引の

．所 有数，雑 誌を 取 っ て もら っ て い るか ど うか，とい う こ

と，及 び家 庭 が 新 弔 ご 取 っ て い るか とい う こ とは ， 了 ど

も の た め の 施 設 及 び 文化 的状 能 と して 子 ど もの 学 業 成綾

に 及 ぼ す影響 は大 で あ る こ とは予 想 に 難 くな く，こ こ で

の 絆果 は 当然 の こ と と思わ れ る v

　 （4）の一入 当 ，の 部屋 数 に つ い て は ，畳 数 と知 能 に つ い

て の Argelander の 研究（1） や ブーぜ マ ソ の 研 究 （2）， そ

の 他多 くの 研 究が あ る が，特 に ブ ーゼ マ ソ の 小 学生 、こお

け る 住 居 と学 業成續 との 関係 の 調 4 で は ，一人 当 ）の 部

屋数 の 小 な るほ ど成績不 良 で あ り， そ の 大 な る も の し 成

績良好で あ る が，一
人当 り の 室数の 1 め て 大 な る もの に

於 い て は，住居 が さ ほ ＿移亟 的 ， 響 を有 して い ない こ と

を 見 出 し，児 童 の 学 業 成 績 に 関 し て 恰適 な環境 と して ，

住 居 は
一室で 2 入 乃 至 3人 ，二 室 で 2 人 乃 至 4 人 ，三 室

叉 は 四 宝 で 5 人 以 内程度 の も の で あ る と述 べ て い る。こ

こで の結果 は更 に 矢哨
匕 と学業成債 と を基準 と して ， 知能

以 上 の 学 業 成 賓 を上 げ る 子 は 知能 以 下 の 成績 し か 上 げ 得

ない 子 供 に 比 し て，一
人 当 りの 部屋数 が大 きい とい うこ

とが 見 られ，そ の 結果 は ブーゼ マソ ，その 他 の 研究結果

と 同
一

な もの とな っ て 恥 る。

　   の 両親 が 月
一

回以 上 教会 や お 宮 お 寺 、こ お 参 りす る か

とい う項 で は， a ゲ ル ープ の 児塞 ：ぽ 「時 々 参 る こ と が あ

る 」 とい うこ とに つ い て b グ ル ープ に比 して 有意 に多 く

　 「月
一

回以 上 お 参 りす る」 と 「全然 お まい り し な い 」 の

両端 は a グ ル ープ の 方が 少 い
。

　 又   の 家 庭で の お 客様 に つ い て は ，
こ れ も a グ ル ープ

で は 「普通 」 と い うの が b グ ル
ープ に 比 し て 少な く， 両

端 の 「比 較的 多い 1 と
「

比較的少ない 1 の 項 が 多 い
。 こ

の こ とは ，〔8）と  と に対照 的関係 が あ 1）そ うで あ u）。そ

の 解明 に は よ り深 い 条件分析が 必要 で あ ろ う。

　   ，  ，〔瑚ま家庭 の
一般的 雰 囲 気 に 関す る もの で あ

り，家庭 が ほ が らか で あ り，お 母 さん の 叱 り方 が 当 を得

て お り， 家庭 で じ 、ま も の 扱 い に され な い と感 じ る子 ど

もが オ ーバ ー・ア チ ーパ ーに 多 い とい うこ と が 有意 で あ

る 。 こ の こ と は ， 先 に 述 べ た ¢ ollins ＆ Douglass の 研

究 （6）を初 め 多 くの 研 究 の   果 と一
致 す る ば か りで な く，

学 業 成 績，丿 知能や家庭 の 経済的面 に お い て 影響 され る以

外 に，家 庭教育 に お け る家 庭 の
一

般 的 雪囲気 が 大 きな役

割 を演 じて い る こ と を許梢 す る もの で あ る。

　 a3）の 両規が外 に 働 き に 出て い る か ど うか とい う： とに

関 して は，ブ ーゼ マ ソ の 学 業成績 に 対す る失 業 の 止／響 

と，親 の 失業 に 対す る環境体験（4）と を調 べ た結 果 か ら も

推察出来 る 様 に 親 の 職業 へ の 態度 が 予 ども に ．iLえ る影響

は 大 で あ っ て ，特 に 此 の 周査 て ずよ失業 とい う問題 ，諏 り

上 げな か っ た が ， 両観か或 は lr親は家 に い る とい うこ と

ガ，t，　一’ Cl− ・ア チ
ーバ ー

に 多 い こ と を示 し て お り， 多

くの 研 究結果 と田 じ傾 向 を示 す も の と云 え よ う。

　働　の 子 どもの
．
服装 へ 言栞違い に つ い て輝 べ 「

全然注

意 し な い 1 とい う こ とで は， a グ ル ープ に は 全然 よ い ビ

も拘 ら ず，b グ ル
ープ に は20％ 近 く あ i）　，陶 の 子 ど もに

つ い て 「親同志 け ん か を す る こ とが ほ と ん どな い 」 とい

うの で は ， a グ ル
ー

プ は 60％ 近 くて あ り，しか もb グ

ル ープ で は 30％ 足 ら ず とい う結果 を出し て い る こ と も

Jordan，　 A ，　M ．が不 良 怯 家庭環境 と して 上 げ た ．両親 の

不 和 」 「愛 情 欠 除 」 等 の 結 果 の と
一

致す る も の と考え ら

れ ， 叉 こ の 結果 ：いCollins　and 　Douglass の 研 究 の 結果

を検証 した もの と云 え よ う。

　鬮 の 「家族 の 誕 生 日 に 何 か 送 1〕もの を し た り，お祝 を

し た りし ます か 」 とい う問題 に 対 して は農村 に お け る
一

般的 風習か らみ て ，あま り差 は ない の で は な い か と考 え

た の で あ るが ， そ の 結果 は 「た い て い す る 」 と の 丿 も の

の 割含 が a グ ル
ープ よ IJb グ ル ープ に 多 か っ た こ と で あ ・

る 、 こ の 結果 の 解釈，C は 困難な点が あ るが，よ り深 い 条

件分析 に よ っ て 解釈 が な され 得 る もの と考 え られ る 。こ

の こ とは   及 び   の 問題 と連謂す る もの が あ る様 に 考 え

られ る 。

　 （5） 次 に Table　5 に つ い て 考察 し て み よ う。 こ こ で

添 紅計的 に 有意で なか っ た も の の み で あ るが ，先 ず家庭

の
一

般状蔦、に つ い て 考 えれ ば，両親の 有無，両親 が一
緒

に 住 ん で い る こ と，両親 の 健康状態，両親か ら離 れ て ，

よ そ の 家 で 育 て ら れ た こ とが あ る か ど うか，住居 が 自

宅 ，借家 ，聞借等や引揚げ戦災等 は ，

一
応 a グ ル ープ と

b グ ル ープ とで 差がありそ うに 考 え られ た が，統計的 に

ぽ有意 で ，よな か っ た 。L．か し
’
ボ らそ の 中 で も考 慮 さ る

べ き も の を 上 げ れ ば，「両親 が一
緒 に 生活 して い る こ と」

「
お 母 さ ん   体 の 具 含 が 良 い こ と2 「住居 が 自宅 で あ る

こ と」 が 危険率 30％ 以 下 で a グ ル ープ が高 か っ た こ と ，
』 ， 今迄 の 研 究結果 とE じ傾両を 示 し て い る ．

　 又 「戦 時 中 に 疎開 した こ とがあ る こ と」 及 び 「外地か

ら引揚げ た 」 とい う こ とが 30％ 以 下 の 危 険率 で a グ ル ー

プ，こ多 い こ とは，前に述 べ た 住 居 の 移動 の 多 い もの が 知

能 以 上 の 成績を上 げ た 理 由 を裏付 け る もと し て 見逃 し て

臣
な ら な

1tt丶
。 しか しな カ っ も う一歩 進 め て ，戦災 ま た は

取 り こ わ し に あ っ た もの 1 ， 逆 に a グ ル ープ 即 ち オ ーバ

ー・ア チ
ーパ ーが ，10 ＞ p ＞ ．05 で 有 意 に 少 い こ と は，

a グ ル ープ が そ の 住 居 の 移 動 が 多 く，外 地 か ら 引 傷げ た

も の や 疎脯 し た も の が 多 ．・と い え ど も，極 度 の 経 済 的 心

理 的 广i撃 は ほ とん し gか っ た とい うこ とが 考 え られ る。
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こ の こ と か ら，極度 の 経済 的，心理 的衝撃 は そ の 学業成

債 に及ぼす影響が か な りあ る こ とが わ か るの で あ る。

　 次に 子 どもの た め の 施設 に つ い て 見 て み よ う。
こ こ で

は 30％以下 の 危険率 で 統計的 に有意なもの は なか っ た 。

即 ち家庭 に お い て ，
ミ ．ッ ト ・グ P 一ブ ・ス キ

ー
靴等 々 や

子 ど も用 自転車，空気銃，写真機，双 眼 鏡 等 々 や ピ ァ

ノ，バ イ オ リ ソ ，ハ ーモ ＝カ，チ ェ ロ ，ア コ ーデ オ ン 等

々 が あ るか とい うこ と や家 の 近 くに 公園，児童遊園，子

ど もの 広場等 々 が あ る か とい うこ と に つ い て は ，農村 と

い う地域社会 に お い て ほ と ん ど個 々 人 の 聞 に 差 が あ る と

は 思 え な い し，そ れ を表 わ す もの と し て 有 意 な 差 を 示 さ

なか っ た と解 して よか ろ う。しか し なが ら 「自分 の 学 習

机 をも っ て い るか 」 と い うこ と と 「子 ど もだ け の 部屋 か

叉 は 勉強室 が あ る か 」 とい うこ とは 学 業成績 に 及 ぼ す影

響 が ありそ うに 思われ る が ， こ こ で は 有 意 で は な か っ

た．机を持 っ て い るか ど うか に つ い て は ，オ
ーバ ー・ア

チ
ーバ ー

もア ソ ダー・ア チ ーパ ーも全 然 も っ て い な い も

の は 極 め て 少なか っ た 。 （オ
ー・馬 ・ア チ ーバ ー約 3％

ア ソ ダー・ア チ ーバ ー約 7 ％） こ の こ とか ら 見 て も，こ

の 地 域社会全体 の 児童 が ほ と ん ど学習机を ど うに か 持 っ

て い るた め で あ っ た ろ う。又子 ど もだけの 部屋や勉強室

が あ る か とい うこ とで ぽ，ほ と ん ど過半数が それ を持 た

な い 所か ら その 差が出なか っ たもの と思われ る。

　次 に 文化的状態 に つ い て み て み よ う。

　 こ こ で 30％ 以 下 の 危 険率で 有意 な もの を ひ ろ うと，

「家庭 に ラ ジ オ が あ るか 」 とい うこ と と 「子 ど もの もの

以外の 本 が どれ くらい あ る か 」 とい うこ と の 二 つ で あ

る。此 の 項 目 に つ い て も多 くの 研 究 が 学 業成績 と闘係 が

あ る と し て 出され て い る こ とか ら理解出司蔔写・る こ と で あ

る。叉両親 の どち らか が 毎月決 っ て 雑誌を取 っ て い る か

ど うか や，子 ど もの た め の 彩醐 を取 っ て い るか と い う こ

と に対 して，ほ とん ど少 い とい う こ とか ら も此 の 地 域社

会 の 特色 と して 見 る こ とも出来 よ う。

　次 に
一

般的雰囲気 に つ い て 考察す る こ とに す る 。 こ こ

で 30％以 下 の 危険率 で有意 な も の は ， 「近 所 と親し くっ

ぎ合 っ て い る か 」 とい う こ とで あ り， a グ ル ープ の 方 で

は 「あ ま りつ き合 っ て い な い 」 と い う項 は 0 ％ で ある に

拘らず b グ ル
ープ の 方 ；ま13％ 近 くで あ る こ とが わ か っ て

い る。又 お父 さん の 叱 り方 が 有意 で な い の に 反 し て，お

母 さ ん の 叱 り方 が 有意 で あ る の は （Table 　4 ），家 庭 の 雰

囲気 に お け る 母 の 態度 が そ の 学 業成績 に 及 ぼ す 影 響 が 大

きい こ と を示 す も の で あ ろ う。

　両親 の 教育的関心 の 項 で は ，危 険 率 30％ 以 下 で 有意 な

も の を拾 う と 「お 母 さん が 家 庭 以 外 で 何 か 仕事 を し て い

る こ と」「子 ど もが 何を し て も両親は 何 と も云 わ な い か 」

「両親の どち らか は 子 ど もの 話相手 に な っ て くれ る か 」

「親た ち と
一
緒に遊 ぶ こ とが あ る か 」 と い う4 項 目で ぽ

とん ど上 述 した 多 くの 研究 の 結果 とその 傾向は
一

致す る

もの で あ る。こ の様に両親の教育的関心 は知能以 上 の 学

業成緩 を上 げ る か ど うか の 問題 に つ い て 影響す る もの と

云 え よ う。

FQ の 連続 値 に対 す る家 庭環境 の関係 に つ い て

1　 問 題

　 〔一〕の 研 究か ら仮定され る もの と し て ，努力係数 （但

し 此 の 塲 合 FQ ＊

） と家 庭環 境 の 関係 を 全 体 と し て 連 続

的 に 見 よ う とす る も の で あ る 。 即 ち ，

　 1　 全 体 と して，オ
ー”Cny ・ア チ

ーバ ーに なる に従 っ

　　 て 家庭環境 が 良い こ と 。

　 2　 オ
ーバ ー・ア チ ーバ ーに な る に 従 っ て 環境 の 増加

　　 に 対す る 変化率は 次篥 に 減少す る の で は ない か とい

　　 うこ と。

　 3　 F Ω に対する環境・学業成績 ・知能の関係の 比較 。

　 こ れ ら 3 つ の こ とに つ い て ，〔一〕の 結果 か ら の 仮定 を

検証 し よ うとす る もの で あ る 。

1 　方 法

　被験者 は 前 記 N 中学 校 の
一 ・二 年 生 295 名 の 中か ら無

作為 に拍 出 し た 100 名 で あ る が，実際そ の 検査を受 け

た も の は88名で あ っ た 。

　 こ こ で 家 庭環境 も成就指数 も よ り明確 に し ， 妥当性 と

信頼度を高 め る た め に 次 の 様 な 処理 を行 っ た 。

　成就指数 の 方で は ，学業成績 は 〔
一

〕に 述 べ た と同様 で
　 　 　 　 サ

あ り，知能検査 も田中B 式 を用 い て 算出 し た の で あ る が

Tsao
，
　 F ．　E．1．（11） が 述 べ た様 に FQ の 指数を用 い る方

が，そ の 努 力係数 と して 適 切 だ とい う結果 を 用 い て ，こ

こ で は F Ω指数を 用 い る こ と に す る 。

　 そ こ で こ れ ら88名 の 生 徒 に 〔
一〕で 述 べ た と同 様な理由

で 学 業 成 績 （国 語 ・社 会 ・数 学 。理 科 の 四 教 科 目 を T 得

点 に 換 算 し た 値 ） と 知能（田 中 B 式 ）の 偏 差 値 と か ら F9

・ F Ω 一
，。 。 d、瓮，d π

　Predicted　A ＝ 　M ／．　− b．t．IM1 十 ball＝＝b．ill 十 K

　b，u 羂ritl・SAISi
　MA ： 学 業 成 績 の 平 均 。　 MJ ： 知 能 得 点 平 均 。
　 A ： 個 人 の 学 業成 績。

　S．4　： 学業成績 の 標 準偏差 c 　　　　　
’

　Si ： 知 能 得 点 の 標 準 偏 差。
　 7　．tl ： 知 能 と 学 業成 績 と の 相 関 o
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卩

の 値を出し ， そ の 1直と，次 に 述 べ る様な家庭環境得点 と

の 関係 を み る こ と に した。

　 こ の 場 含．算出す る に 当って 出され た値を 上 げ れ ば

Table　6表 の 通 1）で あ る。

Table 　 6　 F Ωの 算出過 程

Hf 結 果

M
盛

50．3

Ml52

．t？
S　．t8
．3

S18

，7

、

rxJ

．585

b　−41
．556

　 Predlcted　 A

O、5561 十 21．05

　次に家庭環境得点 に つ い て 述 べ て み よ う。

　〔一〕で 測定した 家庭環境診 断 テ ス トの 中で 有意 な差 を

有す る 16項 目 と，ほ ぼ 有意 で あ り，しか も教 育 的 に 重 要

で あ る と思 わ れ る もの ，4項 目，合 せ て20項 目を 選 ん で

各項 目の 段階 ス ケ ール に そ れ ぞれ ウ ェ イ トを つ け た ，ウ

ェイ トの 基準 に な っ た も の を 上 げ る と，最 低 を 0 と し，

オ
ーバ ー・ア チ

ーバ ーとア ソ ダー・ア チ ーバ ーと の 差 の

危険率 に 基 ！／
・
て，そ れ ぞれ ．10 ＞ p ＞ ．05 の 差を 1 点，

．05 ＞ p ＞ ．01 の 差 を 3 点，p ＜ ．01 の 差 を 5 点 と し て ，

こ れ に 基本 を 置 き，それ に田 中研 究所 の家 庭環覧診断 テ

ス ト の ．同項 目の ウ ェ イ ト と比 較 して ウ ニ イ ト を つ け ，そ

の 得 点 で 個 人 の 家 庭環境得 点 と した。

　 そ こで 最初 に 述 べ た 3 つ の こ とを検証す る た め に ，
F

9 と家庭環境 との 哭係 を 次 の 方法 で み る こ と と した。

・（1） F Ω と環 境得 点 の 権男及 そ れ と比蛟す る た め の FQ

　 と知能 及 学 業成績 と の 相閧 。

sC2 ） オ
ーバ ー・ア チ

ーバ ー
に な る に 従 っ て ， 環境 が 如 何

　 な る変 化 を 示 す か を み る た め ，FQ の 段階 に 対 応 す る

　平均環 覧得点 の 算 出。
こ れ と比 較 す るた め ， 同 じ段階

　 に 応ず る 知能及 学業成績 の 平均得点算出。

く3〕　オ
ーバ ー・ア チ ーバ ー

に な る に従 っ て 環 蜷 が 艮 くな

　 る こ とが 〔
一
〕の 結果並 び に今 迄 の 研 究か ら仮定さ れ る

L
が，そ の 増加率 が 次簍 に 減 少 し て 指数曲紡獣 を描 くか

　 ど うか を見 る た め ，F Ω の 段階 に 対応 した環境 の 平 均

　 変化率 （徴係数）を算出 ， これ と対比 す るた め に 知能

　 及 学 業成績 の 変化率 の 算出 。

鞠　 こ こ で 努 力係数 が ぽ とん ど全 面 的 に 環境 の 影響 を壁

　 け る こ とが確実 の様 で あ るか ら，努力係数 の分 散 分析

　 を行 っ て ，そ の 影響をみ る こ と に し た 。 こ の 場 含 環境

　 を 2 つ ，知 能 を 2 つ ，学 業 成 績 を 3 つ に し か 分 割 す る

　 こ と が 出来 な か っ た。そ れ で も各 々 の 細 胞 内 の 数 が 非

　 常に喰違 うた め ，修正 は し て 行 っ た も の の 大 ま か な も

　 の で あ る。

　〔1〕 F Ω と家 庭環境得点及 知能 ・学 業成債 と の 相関係

数 と その 検定 とを Table　7 に 上 げ る 。

　  　F Ωの 毀階に応ず る 環境 ・知能 ・学業成績 の 平均

得点 を Tab ［e　8 に 上 げ る 。 な お こ れ を 図示 すれ ば 傾向が

判然 とす る た め ，Fig　1 に 上 げ る こ と とす る。

　 〔3〕 Fig　1 か ら も わ か る様 に 環 境 と F9 の 関 係 は知 能

や 学業衣鏡との 関係 と異な っ た性質を表わ すもの で あ る

た め ， そ の 変化率 を順次 に F9 の 毀階をお っ て，　 Table

9 に 上 げ よ う。こ れ を 図示 すれ ば Fig 　2 の 如 くな る 。

　　　　　 Table 了

F Ωと学 業 成績 ・知 能 ・
環境 の 枢関

r π G ・

拒 開 の 検 定

A

．7工

1

P ＞ ．01

En

Table 　 8

．111P

＞ ．05

．302P

く ．Ol

FQ の 毅階 に よ る翻 ・知能 。学業成績 の 平均得点

F　Ω　段 F皆　　　60〜69

En 　 平 　 均

1　 　 平 　 均

A 　 平 　 均

33．053

．036

．O

・・一一798 ・〜 Sgl ・・一一99

4LO45 ．5

48．0　　　52．5

38．9　　　　44．0

49．552

．849

．8

丿 贓 階 … 〜・・gl … 〜・・gl ・2・〜・29

En 　 平 　 均

1　　 平　 均

A 　　平　 均

50．95L

　153

．3

51．057

．560

．1

52．346

．961

．7

　　　　　　　　 Tuble 　 g
F Ω の 毀階に ょ る環壌 ・知 能 ・学業成績 の 変化率

・ Ω 6− 175壷 95…95写・5…
1°5fi

・

E ・の 変網 …

1 の 変化率 ト 5．0
　 　 　 　 　 1

A の 変 化剖 2・9

4．54

．54

．0 　　0．5 　 0．1

0．31 − 1．7…　 6．4

5，］−　　 5．9　　 3．2．　　7．1

1工5．v
　 125L3

一工0．61

．6

  　次に F Ω の 値の 分散分 析 を行 っ た 蕊 果 を 上 げて み

よ う。前 に も述 べ た通 り細 胞 内 の 数 が 喰違 っ た た め ，そ

の 結果 は 大 ま か な もの と な っ た が Table　 10 に 上 げ る こ

と に す る。
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Table　10　F Ωの 分散分析
−

　　　　　　　　　　！
．変　動　因　自由度ヨ平 方 和 不 偏 分 散 i　 F

W 　結果の考察

環 　境（En ）

知　　能（1）

学 業成績（A ）
　ひ
En 　 xE

・n 　 ×　　I

I　　 ×

Eu × IxA

誤

全

112122267　

　

　

　

　

　

　

7

只〕

I

　
A

　
差

体

　 102．5

　 　 7．78222

．3

　 　 1．4

　 96．61276

．6

　 38．94442

．414160

．4

102．5

　 7．74111

，2

　 1．4

　 43，21638

．3

　 19．5

　 58。5

Fi91 　 FΩと環境知能学業成績 の 昏

　　　　平均 との 関係

1，750

．1370

．3 ＊＊

0．0240

．7510

．9 ＊＊

0．34

Fig 　 2　FQ と 環擁
『
知能 学 業成績の 各

　　　　平均変化率 と の 関係

　 Table 　 7 か らわか る様 に，努力係数 と環境 は ．302 の

柑関を有 し，し か も正 の 相関 で ある こ とは ，〔一〕の 結果

と
一

致 する も の で ある 。 又知能 が 努力係数 と無関係 で あ

り，学業成績 が 努力係数 に 影響 され て い る こ と は，F Ω

が 努力係数 と して 望 ま し い こ と と 言 え るで あ ろ うc

　次 に Table　8 と Fig　1 とか らわ か る様に，環麑 ・知能

・学 業 成 績 は F9 と 各 々 異 な っ た 開係 を 示 し て い る。即

ち ， 環魔 が最初 の 中は 急 な 勾配 を 示 して い るが ，漸次そ

の 勾配 が 滑らか に な り， そ の形状は指数曲線状を示 すの

に 反 し，学 業 成績 は そ の 関係が直線的 で ， ほ ぼ 同一
の 角

’

度 で 上昇 して い る。 又 知能は， FQ と無関係だ と 云 え

る，こ の こ と は Table 　7 の 相関係数 の 値 を 意味 づ け る証

拠 と な る も の で あ ろ う。

　以上 の 結果〔
一

〕で 推論 し ， 此 の 研究の 仮説とな っ た も

の を検証 した こ と に な る で あ ろ う。

　次 に Table 　9 と Fig　2 か ら わ か る様 に ，こ れ も又 そ の

仮定 と同
一

傾 向を示 し て い る 。 即ち環境 の 平・均変化率 は

F Ωの 値 が増 加 す る に 従 っ て 大 体減少 して お り， しか も

正 の 値を取 っ て い る こ と は ，〔一）で 仮定 した FQ の 臆 が

低 い 子ど も即 ち知能以 下 の 成績 し か 上 げ て い ない 子 ども

に は 環境 の 影響度 が 大 で あ り，F Ωの 値が 高 くな る に 従

っ て そ の 影響度 が低 くな る こ と を実証 した もの と し て 見

られ る で あろう。 しか も全体 と して 努力係数 の 高 い 子 の

方が 環境が高い こ と も一
致す る傾 向で あ る 。

　そ こ で F Ωの 値 の 分散分析 に つ い て 考察 し て み よ う。

Tab【e　10は前 に も述 べ た通 り細 胞内の 数 の 不 揃 い と自由

度 の 小 さ い こ と で，大 ま か な 傾向 しか つ か め な い が，こ

こで ， は っ き り云 え る こ とは ， 学 業成績及 び知能 と学 業
’

成績 との 交互 作 用 とが 努力係数 の 変動に大 い に 影響 し て

い る とい うこ と ， 知能 ， 難 と 知 能 との 交互 作 用 及 び 三

者 （知 能 ・学業戌績 ・環 境）交互作Pti　1・，1　F　9 の 変動に ほ

とん ど作 用 し な い とい う こ と で あ る。

　前者 ， 即 ち 学業成績 が FQ に 影響 す る こ とは 当 然 考 え

られ るべ きで あり， それ は 他 の 研 究 （13） で も述 べ た通 り，

知 能 が一定な らば，F Ω と学業成績と の 根関は ほ とん ど、
1．　OO と な る こ と が 望 ま しい の で あ り，こ の こ と か ら 考

え て も F Ωの 分散分析 に お い て 学 業成績 の 変動 の 有意性．

は 意味 あ る こ とで あ る。又矢1能 に よ っ て努力係数 は 左 右

され な い こ と が望 ま し い こ と も前述 し た 通 りで あ るが，

し か し， 知能 に比 した 学 業 成績 の 値 が 高 い か，低 い か を

努力係数 の 高低 の 指標 に し て い る以 上，知能 と学業成績

と の 交互 作 用 が F Ωの 変動 の
一

部 を 占め る こ と は ，
こ れ．

も叉 当然考 え られ る こ と で あ る。

♂
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　 後者即 ち，知能 ，知能 と環境 と の 交互 作用，及 び矯 旨

　。学業成績 ・環境の 三 者 の 交 互作用 が そ の 変動 に お い

て ，ほ とん ど見出され な い こ と も以上 の こ とか ら考え ら

れ る こ とで ある，Table　10の FQ の 値が環境 に よ っ て 有

意 に 左 右 され ない と い う結果 は ，今迄 私 が 行 っ て きた
一

貫 し た 結果及 び 多 くの 研究 の 結果か ら推 測出来 る もの と

矛盾す る所 で あ る 。

　　しか し，既 の 場合 の 驃釈 に 当 っ て は ，F Ωの 特性 を考

慮 し な け れ ば な ら な い
。 即 ち F Ωは元 来 1

一
知能」 と 「学

業成績 」 だ け か ら操作され 作 り 出 さ れ た も の で あ る以

上 ，そ の全 変動 は，若 し矢陏 旨及 び学 業 成 績 が 純 粋 に 独 立

変数と し て は か られ た もの で あ る なら当然，知能，学業

成績及 び両者 の 交 互 作 用 で 占め 尽 さ る べ きで あ る，然 る

に 事 実 は環 境 とい う要 因 が 少 し も考 慮 され ずに 作 成 され

た F Ω とい うイ ソ デ ッ ク ス の 変動 の 中に ， 有意 で は ない

　に して も環 覧と い う フ ァ ク タ
ー

の 変動 は 無視 し難 い もの

で あ る と考 え られ る の で あ る 。 そ れ は こ の 変動 が 他 の 有

意 で ない もの に 比 し て 相当高 い 値 を示 して お り，F の 笹

が 2 に 近 い こ とか ら も考 え られ る こ と で あ る。

　　こ の こ と は 観 点 を変 えれ ば努 力係数 を作成す る に は環

堵 とい うフ ァ ク タ ーを 考 慮 すべ きだ とい うこ と に な ろ

　 う。
噛

　　しか し こ こ で の 結果か らだ け で は環境 に つ い て こ れ 以

上 何 も云 う こ とが 出来 な い の で あ る。

要 約

以 上 の 結果 を 要約 す れ ば，〔一〕か ら，

1　知能以 上 の 成績 を 上 げた 子 も， 知能以 下 の 成績 しか

上 げ得な か らた子も， 家庭環境を
一

定 と すれ ば知 能と

学 業成績 とは 厨当高 い 相関閧係 を示 す 〔．7〜 ．8） し ，

学業成績 は 知能 と環魔との 重相斐で は ， ほ と ん ど完全

　に 近 い 相関係数 を示 す（．88〜，99）。又 どち ら も，矢「能

　と環境 と の 相関 は ほ とん ど 0 で あ っ た （．018〜 ．039）。

2　矢陏旨以上め学業成績を上 げ た 生 徒 は，知能以 下 の 成

績 を上 げ た生 徒 よ り も，家庭環境得、戴 こお い て 有意 に

高 く（出 中 研 究 所 ・家 庭 環 境 診 断 テ ス ト使 用 ），中で も

　 「子供 の た め の 施設 」 「交 化 約 状態 」 「両親 の 教育的

関心 」 が 特 に 大きな差 を表 わ し，次に 「家 庭の
一般的

雰囲気 」
’
が 重要 だ と云 え る 。

3　 オ
ーバ ー・ア チ ーバ ー

の グ ル ープ で の 矢1「能 ， 学業成

蹟及 び家庭環境 の 関係 と，ア ソ ダ ー・ア チ ーバ ー
の グ

　7＞・一プ で の それ らの 関係 と で は ，t 一パ ー・ア チ ーバ

　ー内で は 学 業 成績を上 げ る に 環境 の 影響 が 少なく， ア

　ン タ ー・ア チ ーバ ー内 で の 学 業成績 に 対 す る 環覧の 影

　響 は 高 か っ た。

4　又各項 目 に つ い て ， オ
ーバ ー。ア チ ーバ ーと ア ソ ダ

　
ー・ア チ ーバ ーとの 有意 な差 を示 す も の 16を取 り上 げ

　 て み る と，

　　〔1） 同胞数 に つ い て ，1 人 子 と 6人 以上 の 兄弟を持

　 っ て い る も の は ，ア ソ ダ ー・ア チ ーバ ー
の 方 が多 か っ

　た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
rt

　　（2） 家 を引越 した数は オ
ーバ ー・ア チ

ーバ ー
の 方が

　多 か っ た。

　　〔3） 教科書以外 の 本が 6冊以上 あ る家 は，オ
ーバ ー

　 ・ア チ
ーバ ーの 方が 多 い g

　　（4） 一
人当 りの 部 屋 数 で は ．60 以 上 が オ ーバ ー・ア

．

　チ ーバ ー
の 方 に 多 か っ た。

　　（5） 家 に 字 夢［が 二 種類以 上 あ る の 属 オ ーバ ー・ア

　チ ーバ ーの 方 が多 か っ た 。

　 ．（6） 家 で 決 っ て 子 ど も の た め に 雑誌 を取 っ て も ら っ

　た こ との な い の は ，ア ソ ダー・ア チ ーバ ーの 方が 多 か ・

　 つ た 。

　　〔7） 新聞 を取 っ て い な い 家庭 は，ア ソ ダー・ア チ ー

　バ ーが多 か っ た 。

　　  　両新 が 月 に
一

回 以 上 教会 や お寺，お 宮 に 参 るか・

　 とい うこ と に つ い て，　 「時 に は す る こ とが あ る 」 とい ・

　うの に オ ーバ ー・ア チ ーパ ーが 多 く，
「お 参 りす るll

　 「全然 し な い 」 の 両端 は，ア ソ ダー・ア チーバ ー
の 方

が 多 か っ た。

　　  　家庭 の お 客様 の 頻度 で は 「普通」 が ア ン ダー’

　ア チ
ーバ ー

に 多 く， 「比較的 に 少 な い 」 と 「比 較 的 に 、

多 い 」 との 両端 が   の 場合 と は 丁 度逆 に オ ーバ ー・ア

　 チ ーバ ーにi多か っ た。

　　  　家 庭が い つ も ほ が らか だ と感ず る の は ，オ
ーバ

　ー・ア チ ーバ ー
て あ っ た。

　　  　お母 さん の 叱 り方 で は， 「全然叱 らな い 」 の が

多 い の は ア ソ ダー・ア チ ーバ ーで あ っ た、

　　  子 ど もが 家 で じ ゃ ま も の 扱 い に され て い る と 全

然 思わ な い の は，オ ーバ ー・ア チ ーバ ーが 多か っ た。

　　CB） 両親 と も働 き に 外 に 出 て い る の は，ア ソ ダ ー・　　・．

　ア チ ーバ ーが 多 か っ た 。

　　働　両親 が 服 装 や 言葉遣 い 等 に 全 然注意 しな い 爾は

　 ア ソ ダ
ー・ア チ ーバ ーが 多 か っ た。

　　陶 子 ど も の こ と に つ い て ，両親が 口 げ ん か を ほ と

ん ど しない の は オ
ーバ ー・ア チ ーバ ーが多 か っ た 。

　　  　又 誕生 日 に 何 か 送 りも の や お 祝 を 「た い て い す

　る 」 の は ア ソ ダ ー・ア チ ーバ ーに 多 く，「全 然 し な い 」

　 i
一
時 に は す る こ とが あ る 」 に は オ ーバ ー・ア チ ーパ ー

が 多 か っ た 。

5　 以 上 の こ とか ら考 え られ る こ とは ，知 能 以 上 の 学 業
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　成績 を 上 げ る に は 文化社会的家庭
．
環境 の 影響 が 大 で あ

　る こ とが 多 くの 研 究結果と同 様 に 示 され た 。
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　 次 に推 論 出来 る こ とは 全 体 と して オ ーバ ー・ア チ ー

　バ ーが ア ソ ダー・ア チ
ーバ ーよ り家庭環境 は よい が，

　成就指数 が 高 くな る に従 っ て 学業成績 に 及 ぼ す環境 の

　影響度 は 少 な くな っ て 行 くと 云 う こ と で あ り，連続 的

　に 見れ ば成就指数 と環境 との関係グ ラ 7 は 成就指数を

横 軸 に ，環境 を縦軸 に取 れ ば，指数曲線 吠を 描 きそ の

　変化率が 雌 に 減 少 する と仮定する こ と が 出来よ うu

了　 こ こ で は t．　 一バu 。ア チ ーバ ーとア ソ ダ ー・ア チ
ー

　バ ーの 両端を取 つ て 調 べ た た め，そ の 連続的 傾向を見

　る こ とが 出来なか っ た の で ，次 に 全 体 調査 を行 っ て 上

　 の 推論 を検証す る こ と と した。

　次 に 〔二 ）か ら

1　 努力係数（F Ω）と家 庭環境得 点 とは 正 の 相関 （XFQ．

　En 　＝・．　302） を有す る こ と ， ．（但 し こ の 場合， そ の 関係

　グ ラ フ は 指 数 曲 線 状 で あ り，相 関 係数 は 直線を 仮定す

　 る 故 低 い 値 と な っ た で あ ろ う）。 　 こ れ に 比 し て ，学業

　成績 は F Ωと高 い 楕関 crFe．L＝．71）を有 し，知能 は

　それ と ほ とん ど無男係 で ある。（r　1，・Ql ＝ ．　111）

2 　 オ ーバ ー・ア チ ーバ ーが ア ゾ ダ ー・ア チ
ーバ ーよ り

　一般に高い 環境得 点 を有し て い るが ， その 関係 の 程度

　は 努力係 数が高 くなれ ば な る 程低 くな る。即 ち努力係

　数と環覧と の 関係 は 指数曲線状を捕 く。

3　努 力係 数 の 変動 の 大 渦吩 は 学 業 成 績 ・環境 ・及 び学

　業成績と知能と の 交互 作用 に あ り， 知能 に は ほ とん ど

　ない の で あ る。しか しな が ら，環境が 努力係数 の 変動

　の 中で 無視 され な い ほ ど の 変動 を有 し，叉 努力係数 と

　．302の 相関を有 す る とい うこ とか ら，努力係数 を溝成

　す る に は，F9 やAQ の よ う：こ知能と学業成 績だ け か

　ら作成 され た イ ソ デ ッ ク ス だ け で は不 充分 で は な か ろ

　うか 。そ こ に は 当然環覧 とい う要素 を そ の 重 要 度 に 応

　じ て 入．れ る こ と が 必要で あ り， 知能 ， 環麗以 外 の 要素

　 も学 業成績 に 及 ぼ す もの と して 学 業 成 績 を 予 測 し，努

　 力を 評定 し た 方が 合 理 的 の 様 で あ る。

4　 又 こ れ ら の 結果 を更 に 検証す る もの と して 広 範囲 の

　被験者 に 適 用 して そ の 普遍性 を 見 出 し，更 に 学 年 を 広

　げて ，小 学校及 び高等学校迄 も適 用 出来 る か ど うか を

　試 み た い し， 叉 中学 校 に お い て は 臨床 的 な 事例 と対 比

　 さ して そ の 閊題 点 を 見 出 し，環境 の 変化 に基 く変化 を

　 笑 験 的 に 考 察 し て み た い 。
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